
市
制
施
行
120
周
年

市
町
合
併
10
周
年
記
念

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
２
０
１
７

▽
日
時　
2
月
18
日（
土
）午
後

2
時
～
4
時
。
午
後
１
時
30
分

開
場
。

▽
会
場　

東
（
中
今
泉
３
丁

目
）。

▽
出
演　

t

ザ

he m

ム
ー
ン

oon

、C

カ

レ

ン

alen
d

ジ
ュ
ラ

ula m

ミ
ッ
ク
ス

ix

、
う
つ
の
み
や
ジ
ュ

ニ
ア
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。

▽
定
員　
先
着
320
人
。

問
東
図
書
館
☎（
638
）５
６
１
４

文
学
座
俳
優
の
名
作
朗
読
劇

江
戸
川
乱
歩
作「
人
間
椅
子
」

小
泉
八
雲
作
「
雪
お
ん
な
」

▽
日
時　
3
月
26
日（
日
）午
後

2
時
30
分
～
3
時
45
分
。

▽
会
場 

南
図
書
館（
雀
宮
町
）。

▽
内
容 

山
崎
美
貴
さ
ん
・
大

場
泰
正
さ
ん
（
文
学
座
俳
優
）・

辻
博
之
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）
に
よ

る
名
作
朗
読
劇
。

▽
定
員　
先
着
400
人
。

▽
費
用　
前
売
券
＝
１
５
０
０

円
、当
日
券
＝
１
８
０
０
円（
全

席
自
由
）。

▽
申
込　
費
用
を
添
え
て
、
直

接
、
南
図
書
館
☎（
653
）７
６
０

９
ま
た
は
市
文
化
会
館
プ
レ
イ

ガ
イ
ド
（
明
保
野
町
）
☎（
634
）

６
２
４
４
へ
。
未
就
学
児
入
場

不
可
。旧

篠
原
家
住
宅
を

楽
し
も
う

■
会
場　
旧
篠

原
家
住
宅
（
今

泉
１
丁
目
）。

1
雛ひ

な

人
形
・
打

ち
掛
け
の
特
別
公
開

▽
日
時　

２
月
11
日
～
３
月
３

日
。
午
前
９
時
～
午
後
５
時
。

入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
。

▽
内
容　
旧
篠
原
家
住
宅
に
伝

わ
る
雛
人
形
と
打
ち
掛
け
の
展

示
。

2
や
よ
い
の
つ
ど
い

▽
日
時　
２
月
25
日（
土
）午
前

10
時
～
正
午
。

▽
内
容　
旧
篠
原
家
保
存
会
に

よ
る
甘
酒
・
抹
茶
の
販
売
、
城

山
西
小
児
童
に
よ
る
琴
の
演

奏
、
シ
ル
バ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

演
奏
、
富
屋
小
の
児
童
に
よ
る

民
話
の
語
り
な
ど
。

■
費
用　
大
人
100
円
、
小
・
中

学
生
50
円
（
入
館
料
）。
市
内

の
高
校
生
以
下
は
無
料
。

問
文
化
課
☎（
632
）２
７
６
８
、

旧
篠
原
家
住
宅
☎（
624
）２
２
０

０
カ
フ
ェ
ト
ー
ク

「
石
の
街
う
つ
の
み
や
」

大
谷
石
に
つ
い
て

▽
日
時　

２
月
12
日（
日
）午

後
１
時
～
２
時
30
分
。

▽
会
場　
中
央
図
書
館
（
明
保

野
町
）。

▽
内
容　
橋
本
優
子
さ
ん
（
宇

都
宮
美
術
館
学
芸
員
）に
よ
る
、

参
加
者
と
の
会
話
を
交
え
た
大

谷
石
に
関
す
る
話
。

▽
対
象　
市
内
在
住
の
人
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
申
込　
２
月
２
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
、
中
央
図
書
館
☎（
636
）０
２

３
１
へ
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

宇
都
宮
市
文
化
協
会
会
員
展

■
会
場　
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
（
本
町
）。

■
展
覧
会

▽
日
時　

2
月
23
～
27
日
、
午

前
10
時
～
午
後
6
時
。
23
日
は

午
後
1
時
～
。
27
日
は
午
後
4

時
ま
で
。

▽
内
容　

日
本
画
・
洋
画
・
版

画
・
書
・
工
芸
・
写
真
部
門
の

会
員
の
作
品
を
発
表
す
る
展
覧

会
。

■
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

▽
日
時　
2
月
26
日（
日
）午
後

1
時
～
2
時
30
分
。

▽
内
容　
「
作
っ
て
み
よ
う
版

画
は
愉
快
な
芸
術
品
」
と
題
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

▽
定
員　
先
着
20
人
。

▽
費
用　
500
円
（
材
料
費
）。

催
　
し

◎上河内民俗資料館で雛（ひな）人形展　▽期間　2 月４日～ 3 月５日。午前 9 時～午後 5 時。入館は
午後 4 時 30 分まで▽会場　上河内民俗資料館 ( 中里町 ) ▽内容　資料館所蔵や各家庭に残されている明
治時代～現代のひな人形約 30 点の展示。問上河内民俗資料館☎ (674)3480

市民芸術祭軽音楽祭
ミヤ・ストリートギグ
参加者・サポーター募集

■ミヤ・ストリートギグ
▽日時　５月６日（土）・
７日（日）、午前 11 時
～午後６時。会場に
よって開催・終了時
間が異なります。
▽会場　オリオンス
クエアなど中心市街地。
1出演団体募集
▽内容　①音楽（全て
のジャンル）②パフォーマ
ンス（ダンスなど音楽をＢ
ＧＭで行うもの）。
▽応募資格　事業の趣旨
に賛同する、原則２人以上
のグループ。
▽費用　１ステージ１人 2,000 円、高校生以下は
1,000 円（運営協力費）。
▽申込　文化課（市役所 12 階）、各 などに置い
てある申込書に必要事項を書き、①参加者による演
奏音源 DVD（1 曲以上）②参加者による演技（５
分程度）を録画したＤＶＤを添えて、２月 17 日（必着）
までに、直接または送付で、〒320-8540 市民芸術
祭実行委員会事務局（文化課内）へ。提出資料は
返却しません。また、ミヤ・ストリートギグ http://
miyagig.jp からの申し込みも可。
2サポーター募集
▽内容　会場整理や受け付けなど。
▽申込　電話で、市民芸術祭実行委員会事務局☎
(632)2763 へ。

ンス（ダンスなど音楽をＢ

▽応募資格　事業の趣旨
に賛同する、原則２人以上

▽日時　５月６日（土）・
７日（日）、午前 11 時
～午後６時。会場に
よって開催・終了時

クエアなど中心市街地。
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■
合
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▽
日
時　
2
月
26
日（
日
）午
後

3
時
～
4
時
30
分
。

問
市
文
化
協
会
☎（
632
）２
７
４

６
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ
で

各
種
催
し

■
会
場　
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
（
屋
板
町
）。

1
感
謝
祭

▽
日
時　
２
月
26
日（
日
）午
前

10
時
～
午
後
３
時
。

▽
内
容　
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

体
験
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
、
軽

食
・
雑
貨
な
ど
の
模
擬
店
な
ど
。

2
健
康
体
操
教
室

▽
日
時　

３
月
３
・
10
・
17
・

24
・
31
日
、
午
前
10
時
～
正
午
。

全
５
回
。

3
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室

▽
日
時　
３
月
４
日（
土
）午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

▽
費
用　

１
５
０
０
円
（
材
料

費
）。

4
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
教
室

▽
日
時　
３
月
７
日（
火
）午
前

10
時
～
正
午
。

5
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
教
室

▽
日
時　
３
月
８
・
22
日（
水
）、

午
前
10
時
～
正
午
。
全
２
回
。

6
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

教
室

▽
日
時　
３
月
９
・
16
日（
木
）、

午
後
７
時
～
９
時
。
全
２
回
。

7
ボ
ッ
チ
ャ
・
コ
ン
タ
ッ
ク
教

室▽
日
時　
３
月
19
日（
日
）午
前

10
時
～
正
午
。

8
ボ
ッ
チ
ャ
大
会

▽
日
時　
３
月
19
日（
日
）午
後

１
時
～
４
時
。

■
定
員　
2
～
6
先
着
20
人
。

■
対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
を

優
先
。

■
申
込　
2
～
8
２
月
３
日
午

前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
（
氏
名
・
電
話

番
号
・
大
会
名
・
講
座
名
を
明

記
）
で
、
サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ

ー
ズ
☎
・
（
656
）１
４
５
８
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
健
康

体
力
相
談
（
３
月
分
）

▽
日
時　

３
月
1
・
8
・
15
・

22
日
、午
後 

1
時
30
分
～
3
時
。

▽
会
場　
ブ
レ
ッ
ク
ス
ア
リ
ー

ナ
宇
都
宮
（
市
体
育
館
・
元
今

泉
５
丁
目
）。

▽
内
容　
目
的
・
体
力
に
応
じ

た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の

提
供
。

▽
定
員　
各
先
着
12
人
。

▽
費
用　
500
円
。

▽
申
込　
2
月
3
日
午
前
9
時

か
ら
、
電
話
で
、
市
ス
ポ
ー
ツ

振
興
財
団
☎（
663
）１
６
１
１
へ
。

合
併
10
周
年
上
河
内
映
画
会

「
石
山
の
歌
」

「
鉄
道
員
（
ぽ
っ
ぽ
や
）」

▽
日
時　
2
月
12
日（
日
）午
前

10
時
～
。午
前
9
時
30
分
開
場
。

▽
会
場　
上
河
内
（
中
里
町
）。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

問
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
☎

（
638
）５
７
０
４

宇
都
宮
城

歴
史
講
演
会

▽
日
時　
２
月
25
日（
土
）午
後

２
時
～
４
時
。

▽
会
場　
市
役
所
14
階
大
会
議

室
。

▽
内
容　
「
宇
都
宮
で
の
秀
吉

と
政
宗　
奥
羽
の
戦
国
が
終
わ

っ
た
日
」
と
題
し
た
、
菅
野
正

道
さ
ん
（
仙
台
市
博
物
館
主
幹

兼
学
芸
普
及
室
長
）
に
よ
る
講

演
。

▽
定
員　
先
着
100
人
。

▽
費
用　
300
円（
資
料
代
な
ど
）。

「
よ
み
が
え
れ
！
宇
都
宮
城
」

市
民
の
会
会
員
は
無
料
。

▽
申
込　

２
月
３
～
22
日
に
、

電
話
ま
た
は
は
が
き
、
フ
ァ
ク

ス
、Ｅ
メ
ー
ル（
講
演
名・住
所・

氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
）
で
、

〒
320

－

8540
「
よ
み
が
え
れ
！
宇

都
宮
城
」市
民
の
会
事
務
局（
公

園
管
理
課
内
）
☎（
632
）２
９
８

９
、
（
632
）５
４
１
８
、

u5
5002200@

city.utsunom
iy

a.tochigi.jp 

へ
。

シ
ニ
ア
世
代
応
援
講
座

「
音
読
教
室
」

▽
日
時　
２
月
16
日（
木
）午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
。

▽
会
場　
中
央
図
書
館
。

▽
内
容　
図
書
館
の
本
を
使
い

昔
話
や
詩
な
ど
を
、
音
読
の
技

術
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
声
に
出

し
て
読
む
こ
と
を
楽
し
む
会
。

▽
対
象　
お
お
む
ね
50
歳
代
以

上
の
人
。

▽
定
員　
先
着
15
人
。

▽
申
込　

２
月
６
日
午
前
９
時

30
分
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電

話
で
、
中
央
図
書
館
☎（
636
）

０
２
３
１
へ
。

◎市民芸術祭ギャラリー部門　■内容・期日　▽開幕展＝５月 11 ～ 14 日▽書道展＝５月 25 ～ 28 日▽
日本画・彫刻・工芸展＝６月１～４日、洋画・版画展＝６月 15 ～ 18 日▽写真展＝６月 22 ～ 25 日。■
時間　午前 10 時～午後５時。それぞれ最終日は午後４時まで。■会場　市文化会館。問うつのみや文化
創造財団☎ (636)2125

篠井地区市民センターに集まれ
篠井うどんまつり

■日時　３月 12 日（日）午前 10 時～午後
１時 30 分。
■会場　篠井 （下小池町）。
1手打ちうどん体験教室
▽定員　先着 45 人。
▽費用　500 円、小学生以下は 300 円（参
加費）。
▽その他　小学３年生以下は保護者同伴。
2よ～いうどん！　目指せジャストタイム
▽対象・定員・費用　中学生以上＝先着 30 人、500 円（参加費）。
小学４～６年生＝先着 10 人、無料。
▽その他　早食い競争ではありません。中学生以上・小学４～６
年生は、１～５位に賞品、参加者全員に参加賞があります。
■申込　往復はがきの往信に、「手打ちうどん体験教室」「よ～い
うどん！　目指せジャストタイム」のいずれかと、住所・氏名・
電話番号・年齢（小学生の場合は学年）を、返信に、郵便番号・
住所・氏名を書き、〒 321-2105 下小池町 466-1、篠井うどんま
つり実行委員会へ。
■その他　手打ちうどんの販売や地域農産物の直売の他、楽しい
催しがあります。定員に満たない場合は当日も受け付けます。
問篠井うどんまつり実行委員会（篠井 内）☎（669）2515

教
室
・
講
座

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ
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と
び
や
ま
歴
史
体
験
館
企
画
展

見
て
学
ぶ　
地
図
で
知
る

宇
都
宮
の
歴
史

■
会
場　
と
び
や
ま
歴
史
体
験

館
（
竹
下
町
）。

1
企
画
展

▽
期
日　

２
月
11
日
～
３
月
20

日
。

▽
内
容　
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
で
作
成
し
た
文
化

財
地
図
や
地
形
図
な
ど
を
使
っ

て
、
宇
都
宮
の
歴
史
を
紹
介
。

関
連
す
る
文
化
財
な
ど
の
出
土

遺
物
や
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
を
併

せ
て
展
示
。

2
記
念
講
演
会

▽
日
時　
３
月
４
日（
土
）午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分
。

▽
内
容　
「（
仮
称
）
宇
都
宮
の

地
形
の
成
り
立
ち
と
地
域
文

化
」
と
題
し
た
酒
井
豊
三
郎
さ

ん
（
宇
都
宮
大
学
名
誉
教
授
）

に
よ
る
講
演
。

▽
定
員　
先
着
80
人
。

3
歴
史
講
座

▽
日
時　
２
月
26
日（
日
）午
後

1
時
30
分
～
3
時
30
分
。

▽
内
容　
「
地
図
で
考
え
る
宇

都
宮
の
歴
史　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い

た
歴
史
空
間
の
検
討
か
ら
分
か

る
こ
と
」
と
題
し
た
文
化
課
職

員
に
よ
る
講
座
。

▽
定
員　
先
着
50
人
。

▽
申
込　
2 

3
は
電
話
で
、
と

び
や
ま
歴
史
体
験
館
☎（
667
）

９
４
０
０
へ
。

ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会

委
員
募
集

　
市
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に

関
す
る
方
針
な
ど
の
重
要
事
項

を
審
議
す
る
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　
委
員
の
改
選
期
に
当
た
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

▽
任
期　
５
月
～
平
成
31
年
４

月
。

▽
内
容　
年
２
回
程
度
、
平
日

昼
間
に
開
催
す
る
会
議
に
出
席

し
、
意
見
を
述
べ
る
。

▽
対
象　
市
内
に
引
き
続
き
１

年
以
上
住
ん
で
い
る
20
歳
以
上

で
、
ス
ポ
ー
ツ
の
実
践
・
指
導

の
経
験
が
あ
る
人
。
た
だ
し
市

の
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に

な
っ
て
い
る
人
や
公
務
員
は
除

く
。

▽
募
集
人
数　
３
人
程
度
。

▽
選
考　
応
募
書
類
（
作
文
を

含
む
）・
面
接
。
面
接
日
程
な

ど
は
応
募
者
全
員
に
連
絡
し
ま

す
。

▽
そ
の
他　
申
込
期
限
は
２
月

20
日
。
詳
し
く
は
、
市

を
ご

覧
に
な
る
か
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
☎（
632
）２
７
５
３
へ
。

　
市
の
規
定
に
よ
り
謝
金
を
支

払
い
ま
す
。

市
民
芸
術
祭

合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

参
加
団
体
募
集

▽
期
日　
６
月
25
日（
日
）。

▽
会
場　
市
文
化
会
館
小
ホ
ー

ル
（
明
保
野
町
）。

▽
内
容　
日
ご
ろ
の
練
習
成
果

の
発
表
と
、武
田
雅
博
さ
ん（
指

揮
者
）
に
よ
る
講
評
。
ま
た
、

参
加
団
体
の
演
奏
を
録
音
し
た

CD
を
配
布
。

▽
対
象　
市
内
に
活
動
拠
点
の

あ
る
合
唱
団
体
。

▽
演
奏
時
間　

１
団
体
に
つ
き

８
分
間
以
内
（
複
数
曲
演
奏
の

場
合
、
曲
間
含
む
）。
楽
曲
の

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
費
用　

１
団
体
３
０
０
０
円

と
参
加
人
数
×
500
円
。
参
加
人

数
は
指
揮
者
・
伴
奏
者
・
譜
め

く
り
を
除
く
。

▽
申
込　
文
化
課
（
市
役
所
12

階
）、
市
文
化
会
館
、
各
・

に
置
い
て
あ
る
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
書
き
、
４
月
30
日
ま

で
に
、
直
接
、
市
文
化
会
館
へ
。

▽
そ
の
他　
費
用
は
申
込
時
に

直
接
も
し
く
は
次
の
振
込
先

（
足
利
銀
行
・
清
原
出
張
所
・

普
通
・
５
０
０
９
２
５
８
・
宇

都
宮
市
民
芸
術
祭
合
唱
部
会
）

へ
。

問
う
つ
の
み
や
文
化
創
造
財
団

☎（
636
）２
１
２
５
、
文
化
課
☎

（
632
）２
７
６
７

教
室
・
講
座

◎タイムカプセルで30年間保存していた作文などを返却しています　昭和 61 年に総合コミュニティセンター
に設置した「市青少年タイムカプセル」の保存期間が終了し、格納されていた作文などについて、返却先の住
所が確認できた人へ、郵送により返却しています。タイプカプセルに参加した人で、住所が変更になっている人や、
結婚などで氏名が変更になっている人は、返却先の住所を確認できないため、市で預かっています。30 年前に
参加した人で、まだ作文などがお手元に届いていない人は、子ども未来課☎（632）２３４２へ。

お
知
ら
せ

和の都宇都宮　アートフェスト
■期日　３月４日（土）。
1伝統芸能・文化の祭典
▽時間　午前 10 時～。
▽会場　旧大谷公会堂・大谷寺（大谷町）。
▽内容　宇都宮の誇れる歴史と文化の空間である大
谷地域を舞台に、伝統文化や古典に親しむフェスティ
バル。平安の石仏を拝観、高橋敬忠さん（大谷寺住職）
による説明。
▽出演　宗円獅子舞（国本西小学校郷土クラブ児童
含）、語り部の会、邦楽ゾリスデン。
2大谷の魅力再発見ガイドツアー
▽時間　午前 10 時～、午前 11 時～、午後 1 時～、
午後 2 時～の４回。
▽内容　大谷の特徴的な場所や文化遺産を文化財ボ
ランティアのガイド付きで巡る。
3ワークショップ大谷石板に心に想う花を織ろう
▽時間　午前 10 時～正午と午後 1 時～ 3 時の２回。
▽会場　渡邊家住宅（大谷町）。
▽内容　渡邊惠美子さん（日展会友）による、大谷
石の板の上に織りで花作り。
▽費用　1,000 円（材料代）。
4ワークショップあなたも今日は陶芸家
▽時間　午前９時 30 分～ 10 時 30 分、午前 11 時
～正午、午後 1 時～ 2 時の 3 回。
▽会場　陶

と う

游
ゆ う

舎
し ゃ

（大谷町）。
▽内容　谷口勇三さん（日展会友）による、陶板に絵
や文字を描き蝋づけて焼きあげる教室。後日、文化
課で作品渡し。
▽費用　1,000 円（材料代）。
■定員　1抽選 100 人。2～4各先着 20 人。
■申込　1２月 17 日（必着）までに、往復はがき
の往信に、住所・氏名・電話番号・参加人数を、返
信に郵便番号・住所・氏名を書き、〒 320－ 8540 文
化課へ。2～4２月３日から、電話またはファクス（住
所・氏名・年齢・電話番号・参加イベント名を明記）
で、文化課☎（632）2767、 （632）2765 へ。
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文
化
・
教
養

ス
ポ

ツ

柳 壇 荒井宗明 選

一
日
の
長
さ
新
聞
休
刊
日

●
中
今
泉
５
丁
目
　
丸
田
　
　
守

◎
選
評
　少
し
前
ま
で
は
、新
聞
は
し
っ
か
り
と
中
央
紙
の一面
か
ら
順
序
よ
く
開
い
た
も
の
だ
が
、最
近
は
地
方
紙

優
先
と
な
っ
た
。は
っ
き
り
し
な
い
が
、「
お
悔
や
み
欄
」が
で
き
て
か
ら
と
思
う
か
ら
、も
う
だ
い
ぶ
前
か
ら
だ
ろ
う
。前

の
頃
は
、私
だ
け
か
と
思
っ
て
い
た
が
、話
の
様
子
で
は
、多
く
の
お
年
寄
り
も
愛
読
し
て
い
る
と
の
こ
と
な
の
で
、あ
ま

り
気
に
も
せ
ず
話
題
に
し
て
し
ま
っ
た
が
、新
聞
休
刊
日
か
ら
、あ
ら
ぬ
方
へ
飛
び
火
、お
許
し
の
程
を
。

女
子
寮
に
呼
ば
れ
焼
芋
荒
稼
ぎ

江
曽
島
町
　
長
谷
川
　
昇

風
を
背
に
す
る
と
勇
気
が
湧
い
て
く
る

南
町
　
小
島
　
澄
子

三
面
鏡
ど
っ
ち
向
い
て
も
母
の
顔

平
松
本
町
　
鶴
牧
美
佐
子

目
出
し
帽
深
め
に
歩
く
暮
れ
の
町

東
塙
田
２
丁
目
　
渡
辺
　
眞
左

 歌 壇 安野登美子 選

秋
の
日
の
欅
は
偉
大
な
作
曲
家

風
来
る
た
び
に
音
符
を
放
つ

●
野
沢
町
　
鈴
木
　
孝
男

◎
選
評
　秋
空
に
高
木
の
欅
が
立
っ
て
お
り
、そ
の
欅
は
偉
大
な
り
と
。「
風
来
る
た
び
に
音
符
を
放
つ
」放
た
れ
た
音
符

は
、空
に
架
か
る
五
線
譜
に
曲
を
奏
で
た
で
あ
ろ
う
と
想
像
力
を
呼
び
覚
ま
す
。作
曲
家
は
偉
大
な
る
欅
で
あ
る
。三
句

切
れ
に
し
て
連
想
に
よ
る
下
の
句
の
表
現
は
、感
性
の
豊
か
さ
を
成
立
さ
せ
た
。

輪
飾
り
の
小
さ
き
松
の
緑
さ
へ

愛
し
と
ぞ
思
ふ
初
日
光
り
て

西
２
丁
目
　
木
村
　
治
子

初
春
の
夜
明
け
は
ま
こ
と
穏
や
か
に

瑞
穂
の
国
を
く
ま
な
く
照
ら
す

下
岡
本
町
　
高
尾
　
信
尚

山
あ
げ
の
世
代
を
繋
ぐ
文
化
遺
産

花
火
打
ち
上
げ
登
録
祝
ふ

立
伏
町
　
大
樹
龍
五
郎

小
春
日
の
雲
な
き
空
は
果
し
な
く

行
く
秋
の
声
我
を
包
み
ぬ

長
岡
町
　
赤
羽
　
ス
ミ

俳 壇 星田一草 選

木
枯
や
六
道
脇
の
焔
魔
堂

●
松
原
１
丁
目
　
巻
島
　
武
宣

◎
選
評
　「六
道
の
辻
」に
は
冥
界
が
ら
み
の
伝
説
が
多
い
。し
か
し
、こ
こ
宇
都
宮
市
の
六
道
の
辻
は
戊
辰
戦
争
の

激
戦
地
。近
辺
の
寺
に
は
官
軍
、賊
軍
と
区
別
さ
れ
て
兵
士
た
ち
の
墓
碑
が
あ
る
。ま
さ
に
閻
魔
堂
と
は
因
縁
浅
か

ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。「
木
枯
ら
し
」が
悲
し
く
も
す
さ
ま
じ
い
六
道
付
近
の
史
実
を
呼
び
起
こ
す
。

屠
蘇
祝
ふ
翁
の
か
ほ
に
な
り
き
っ
て

双
葉
１
丁
目
　
大
島
志
朗

さ
ら
さ
ら
と
落
ち
葉
片
寄
る
風
の
道

西
川
田
本
町
３
丁
目
　
石
原
冨
美
子

石
蕗
の
花
い
ま
は
使
は
ぬ
車
井
戸

細
谷
町
　
平
野
フ
ミ
子

寒
気
裂
く
少
女
の
気
合
ひ
空
手
道

旭
２
丁
目
　
岸
　
　
伸
輔

ぜ
な

に
な

「
あ
そ
ぼ
の
家
」

　
　  に
つ
い
て
教
え
て

お 

し

　
う
つ
の
み
や
に
ま
つ
わ
る「
は
て
な
」を
ミ
ヤ

リ
ー
と
友
達
の
ハ
ッ
ピ
が
紹
介
す
る
よ
。

と
も
だ
ち

し
ょ
う
か
い

う
つ
の
み
や

う
つ
の
み
や

今月は
あそぼの
家

こん げつ

◎俳歌柳壇　応募方法　１人に付き俳句３句、短歌３首、川柳３句以内。対象は市内在住の人で、未発表
作品に限ります。はがきに、作品（漢字にはふりがなも付けて）・住所・氏名（ふりがな）・応募する壇名
を書き、毎月20日（消印有効）までに、〒320-8540市役所広報広聴課へ。俳句・短歌・川柳の併記は不
可。市内に在住か通学している小・中学生からも応募をお待ちしています。問広報広聴課☎（632）2028

いえ

は
な
し

け
や
き

つ
じ

え

ま

た
く
さ
ん
の
お
友と

も

達だ
ち
と
遊あ

そ
べ
る
と
こ
ろ
っ
て
あ
る
か
な
？

青せ
い

少し
ょ
う

年ね
ん

活か
つ

動ど
う
セ
ン
タ
ー
の
敷し

き

地ち

内な
い
に
あ
る
、あ
そ
ぼ
の
家（
今い

ま

泉い
ず
み

町ち
ょ
う）な
ん
て

ど
う
だ
ろ
う
。建た

て

物も
の

内
に
は
、絵え

本ほ
ん

や
お
も
ち
ゃ
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
し
、

屋お
く

外が
い

は
広ひ

ろ
い
公こ

う

園え
ん
に
な
っ
て
い
て
、ボ
ー
ル
や
三さ

ん

輪り
ん

車し
ゃ

、滑す
べ

り
台だ

い

な
ど
が
あ
る

か
ら
、友
達
み
ん
な
で
思お

も
い
っ
き
り
遊
べ
る
よ
。

晴は

れ
の
日ひ

で
も
雨あ

め
の
日
で
も
楽
し
め
る
ね
！
誰だ

れ
で
も
遊
び
に
行い

け
る
の
？

市し

内な
い
に
住す

む
小

し
ょ
う

学が
く

生せ
い

ま
で
が
対た

い

象し
ょ
うな
ん
だ
。初は

じ

め
に
登と

う

録ろ
く

カ
ー
ド
に
名な

前ま
え

を

書か

け
ば
、４
月が

つ
〜
翌
年
３
月
は
有ゆ

う

効こ
う
だ
よ
。

開か
い

館か
ん

時じ

間か
ん
な
ら
い
つ
で
も
遊
べ
る
ん
だ
ね
。　

さ
ら
に
、未み

就し
ゅ
う

学が
く

児じ

の
利り

用よ
う
に
は
保ほ

護ご

者し
ゃ

が

付つ

き
添そ

う
決き

ま
り
で
、保
護
者
同ど

う

士し

の
交こ

う

流り
ゅ
うの

場ば

に
も
な
っ
て
い
る
ん
だ
。授じ

ゅ

乳に
ゅ
う

室し
つ

や
ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
も
用よ

う

意い

さ
れ
て
い
る
か
ら
、親お

や

子こ

で
気き

軽が
る
に
遊
び
に
行
き
た
い
ね
。

親
子
で
お
友
達
が
増ふ

え
そ
う
！

そ
う
だ
ね
。イ
ベ
ン
ト
も
行お

こ
なわ
れ
て
い
る
か
ら

チ
ェッ
ク
し
て
み
て
ね（
※
46
ペ
ー
ジ
参さ

ん

照し
ょ
う）。

ミヤリー

ミヤリーミヤリー

ミヤリー ハッピハッピ

ハッピハッピ


